
日本労働組合総連合会
教えて！医療の摩訶不思議！診療明細書って、なんだろう？

かつては、診療明細書どころか、領収証すらもらえなかった！
患者の「知る権利」は、少しずつ広がってきた。

③ 2010年4月から

① 2006年10月まで

④現在

② 2006年10月から

なにもなし！

患者の申し出があった場合の明細書発行が義務化

＋領収証

ほとんどの病院、診療所で
“患者の求めによらず”“無料の”発行が義務化

ただし、
－ 発行するシステムを導入してない
－ 医師が高齢

など、一部は義務が免除されている！

患者の申し出があった場合に、
医療内容のわかる“領収証”の発行が義務化
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診療明細書を見た患者によって、医療の不正請求が発覚。
他の地域でも行われていた不正請求が芋づる式に明らかとなった。
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診療明細書は、領収証といっしょに保存しよう！
診断書代わりに利用できる生命保険会社も増えてきた。

診断書代わりに診療明細書（または領収証）を利用できる生命保険会社

・プルデンシャル生命保険

・朝日生命

・第一生命

・メディケア生命（住友生命グループ）

・大同生命

・太陽生命

・日本生命

※事務局調べ。上記以外にも可能な会社があるかもしれません。
なお、具体的な利用方法等は各社、商品ごとに異なります。

・損保ジャパン日本興亜ひまわり生命

・オリックス生命保険

・ライフネット生命

・マニュライフ生命

・三井生命

・明治安田生命

ほか
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①診療内容がわかる

－正式名称から検索ができ、理解が深まる！

－セカンドオピニオン等の際、他医に説明しやすい！

－薬の副作用等の報道の際に確認でき、投薬証明にもなる！

②医療費の明細がわかる

－請求ミスや不正請求をチェックできる！

－単価の価値観がおかしいと思えば意見が言える！

－生命保険等の証明にも使える！

診療明細書が大事な理由！
まとめ

診療明細書のメリット
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医療がわかりづらい理由、その１
多様な関係者が連携してはじめて、医療が提供される。

一般的なサービス

医療制度

市場は「交換の場」

利用者・消費者 販売者・提供者

患者・利用者

医療従事者

病院・診療所

政府
（厚労省等）

保険者等

財・サービス

医療の値段や
メニューを決める

お金

市場のやり取りに
第三者が介在する
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医療がわかりづらい理由、その２
透明性や分析が十分でなかった！

医学

看護学

薬学

法学

経済学

などなど

分析・評価

医療を支える学問
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医療がわかりづらい理由、その３
よくわからないから、医師におまかせ！

治療格差社会 ドラッカーに学ぶ、後悔し
ない患者学 (講談社+α新書) より抜粋

「医師などの医療者に、患者が
思っていることを伝えることがで
きるかどうかで受けられる医療が
異なってくる」
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医療がわかりづらい理由！
まとめ

医療がわかりづらいのは･･･

①関係者が多いから！

②透明性や分析が十分でなかったから！

③お医者さんにおまかせ、という患者側の姿勢にも原因が！
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